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学校唱歌に広 く使用されている ドレミファソラシ ドの音階名は聖 ヨハネ賛歌のラテソ語

六行詩各々の頭文字 と,聖 ヨハネの頭文字Sと1の 組合わせであると学ぶ時,聖 書 と音楽

は不可分の関係にある事が周知のところであ る。

以下 は昨年(1966年)イ タ リーの ピサを振 出 しに・ フ ロレンス・ ア ヅシジを経 て ロー マ

を訪ね,太 陽 ハ イウエを南下 し,フ エ リーで ギ リシヤに渡 り・ トル コを始 め・ チ グ リス と

ユ_フ ラテス河 を越 え,ダ リヨス の本 拠 ペル シヤ のペル セポ リス まで1万 キ ロを ドライ ブ

し,親 し く旧,新 約 聖書 の地 に学 んだ・ 末整理 な記 録 の一部 です。

旧約聖 書 の中に音 楽が 戦闘 時 の武 器 として使 用 され た例が い くつ か記 され てい るが・ ヨ

ル ダ ソ川を渡 り,死 海 か らエ リコの町 に来 た時・ 期待 していた・往 時 の壁 あ とを見 る事 が

出来 なか ったが,rヨ シュ ア記』6章12節 以下 の記事 に録 され てい るラ ヅパ の音 が今 も聞

え てい る よ うだ った 。今 日,ニ グ ロ ・ス ピ リチ ュアル の中に 度 々演奏 され るJERICOの

源 は此処 に あ る。

翌 朝 ヨシ ュアは早 く起 き,祭 司た ち は主 の箱 をか き・7人 の祭司 たち は・雄 羊 の角

の ラ ヅパ7本 を携 え て,主 の箱に先 立 ち,絶 えず,ラ ヅパ を吹 き鳴 らして進 み・ 武装 し

た者 は これに先 立 って行 き,し んが りは 主の箱 に従 った。 ラ ッパ は絶 え間な く鳴 りひ び

いた 。そ の次 の 日に も,周 囲 を一度 巡 って宿営 に帰 った ・6日 の 間そ の よ うに した・

7日 目に は,夜 明け に,早 く起 き,同 じ よ うに して・ 町 を7度 め ぐった。 町 を7度 め

ぐった のは この 日だけ で あ った。(中 略)そ こで民 は呼ば わ り・ 祭 司た ちは ラ ヅパ を吹

き鳴 らした 。民 は ラ ヅパ の音 を聞 くと同時 に・み な大声 を あげ て呼 ばわ った ので・石 が

きは くずれ 落 ちた。 そ こで民 はみな,す ぐに上 って町に はい り・ 町 を攻 め取 った・(旧

約聖 書307～308頁)"

ベ タ ニアを経 て,シ オ ソの丘 の上 に立 て られた聖 都 エル サ レムに入城 した のは・ 夕方 も

6時 をす ぎて いた 。そ の昔,ド イ ツの カィザル を歓迎 す るため建 て られた イムペ リァル ゜

ホ テルに投 宿 し,翌 朝,さ っそ く,今 は岩 の モス クの境 内にな って い る,神 殿跡 に立 って

みた 。そ して,王 ソロモ ソが献 堂 したそ の式 のすば ら しさをP・Kerrの"MUSICIN

EVANGELISM・ の中に,こ の献堂 式 には少 くとも・ 専門 の音楽 家に よる4・000人 の大

合 唱 と大 管絃 楽団 が参加 した,と 書 いて い るの を思 い出 した・ 近 来・ 世 界的 な大集 会に

は,よ り多 くの声 と楽器 を用 い る よ うにな ったが・ 筆者 が直接 指揮 し・実音 として経 験 し

た のは1957年 に ニュー一・ヨー クの マデ イ ソソ ・ス クエア ー ・ガーデ ソで開催 された ビ リー

.グ ラ.・ム博士 の クル セー ドの1,000人 の合唱 と1961年 に東 京都立 体育館 で開催 された ボ

ヅブ ・ピアース博士 の クル セー ドの時 の1,000人 の大合 唱 であ る。

歴代 志下5章12節 以下(608頁)"ま た レビび との歌 うた う者 ・ す なわ ち アサ フ・ へ
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々 ソ,エ ド トンお よび 彼 らの子た ち と兄 弟た ち はみ な亜 麻 布を着,シ ソバル と,立 琴 と,

琴 を とって祭 壇 の東 に 立 ち,120人 の祭 司は彼 らと一緒 に立 って ラ ヅパ を吹 いた。 ラ ヅ

パを吹 く者 と歌 うた う者 とは,ひ と りの よ うに声 を合 わせ て主 をほめ,感 謝 した。そ し

て彼 らが ラ ッパ と,シ ンバ ル とそ の他 の楽器 を もって声 を ふ りあげ,主 を ほめ てr主 は

恵 み あ り,そ のあわれ みは とこ しえに絶 る こえ とが ない』 と言 った とき,雲 はそ の宮す

なわ ち主 の宮に満 ちた 。"

更に,王 ダビデが組織 した音楽団の詳細は 『歴代志上』の25章 の全体にわたっている。

紀元1世 紀 頃,ユ ダヤ人達 が礼拝 用に使 用 して いた のは150篇 か らな る詩篇 に単 旋律 を

つ けた もの であ った。 後に,宗 教改 革 の時,ジ ョソ ・ヵル ビンが フ ラソスの宮廷 音楽 家

CLEMENTMAROTとLOUISBOURGEOISの 助を得 て詩 篇 をパ ラフ レー ズ し曲

づけ を したの が1542年 に 出版 されたGENEVANPSALTERで あ る。

新 約時 代に な って,簡 単な メ ロデ ィーに よ って斉 唱 され ていた ものに次 の よ うな ものが

あ る。

ANNUNCIACION(ル カ1の30)

MAGNIFICAT(ル カ1の46～55)

BENEDICTUS(ル カ1の68～79)

GLORIAINEXCELSIS(ル カ2:14)

NUNCDIMITTIS(ル カ2:29～32)

叉,新 約 聖書 中 の 『エペ ソ人 へ の手紙5の19』,rコ ロサ イ3の16』,rヤ コブ5の13」,rテ

モテ第 工,3の16』,『 テ モテ第2,2の11～13』 等。

エル サ レムを後 に,ア ンマ ンを経 て,い よい よ,シ リア沙漠 に突 入 し,イ ラ クの バ グダ

ヅ ド目ざ して一 路東進 した 。沙漠 のほぼ 中央,石 油 パ イ プ ・ライ ンの第2番 詰 所 がは るか

に見 え る所 に 停車,夜 営 の用 意 をす る。 日没 後 も気 温 は余 り下 らず,32度(8月14日),ロ

ーマで 買い求 めた,ベ ヅ ドと寝 袋役 が に立 った。

ヘブルの音楽に大 きな影響を与えたシ リアの曲が,幸 い,賛 美歌169番 に,叉 ヘブライ

の曲が,同 じく賛美歌85番 に掲載 されているので御一覧下さい。

今次旅行の大 きな 目的の一つであ った,ペ ルシヤ音楽,特 に,聖 書に関係を もつ教会音

楽のペルシヤ人作曲家の作品の多 くを録音するのに絶大な協力を与えて下 さった,テ ヘ ラ

ン市のアルメニア教会AV技 師S.FUNG博 士に深甚の感謝を呈す るとともに,日 本人

として始めて現地録音を した このテープを,こ の道の音楽愛好者に出来 るだけ提供 したい

と願 っている。

バ ビ ロン'/rネ ブカデ ネザル王 を,ペ ルセ ポ リスに ダ リヨス大 王 を偲 んだ。 彼 らの文化 は
一今
,出 土 されつ つあ る。物 は変 り世 は移 る,し か し,音 楽 は時 間的 芸術 なが ら,世 界 の人

々の心 を結 ぶ,不 思議 な力 を も ってい る。

(追 記)イ ー ス タン ブル(昔 の コンス タ ンチ ノー プル)で 昨年 求め る事 が 出来 なか った,

東 方教 会 の音 楽 を尋ね て 目下 ソ連 ウクライナ共 和 国の古都 キエ フへ の途上 です 。
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